
HDO リーグ戦競技規則 

第一条(総則) 

HDO ﾘｰｸﾞ戦の競技は HDO 競技規則に準拠する。 

 

第ニ条（ﾁｰﾑ） 

1. ﾘｰｸﾞ戦登録は各ｼｰｽﾞﾝの開催日までにﾘｰｸﾞｾｸﾚﾀﾘｰに登録しなければならない。 

2. ﾘｰｸﾞ戦に登録するﾁｰﾑは最低 4 人の HDO ﾒﾝﾊﾞｰで構成されなければならない。 

3. ﾌﾟﾚｲﾔｰは 1 ｼｰｽﾞﾝに対して 1 ﾁｰﾑにのみ登録できる。但しやむを得ない事情でそ

の登録ﾁｰﾑが存続できない場合は移籍が認められる。 

4. 各ﾁｰﾑはﾘｰｸﾞ戦登録時に必ずﾎｰﾑとしてﾍﾞﾆｭｰを登録しなければならない。 

5. ﾘｰｸﾞ戦登録時の 1 ｼｰｽﾞﾝのﾁｰﾑｴﾝﾄﾘｰﾌｨｰは 10000 円(1 ﾁｰﾑ)とする。 

6. 各ﾁｰﾑはｷｬﾌﾟﾃﾝを一名選出し、ﾁｰﾑの代表としてｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞに参加し、ﾘｰｸﾞ

の運営に責任を持って行わなければならない。やむを得ずｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞに参

加できない場合は必ず代理人を参加させなければならない。 

7. ﾘｰｸﾞ戦は 6 ﾁｰﾑまでを 1 ﾃﾞｨﾋﾞｼﾞﾞｮﾝとし、6 ﾁｰﾑを超える場合はﾏﾙﾁﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ制と

する。 

 

第三条（日程）  

1. ﾘｰｸﾞ戦は一年を前期、中期、後期の 3 ｼｰｽﾞﾝとする。日程は各ｼｰｽﾞﾝのｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰ

ﾃｨﾝｸﾞにより決定される。 

2. ﾘｰｸﾞ戦は通常水曜日とする。 

3. ﾁｰﾑ事情により日程を変更する場合は相手ﾁｰﾑのｷｬﾌﾟﾃﾝに前日までに連絡し日

程変更の了承を得る事とする。日程変更となった場合は変更した側のｷｬﾌﾟﾃﾝが

速やかにﾘｰｸﾞｾｸﾚﾀﾘｰに報告しなければならない。 

4. 日程変更を申し入れ、相手ﾁｰﾑが了承した日に試合が出来なかった場合、最初

に日程変更を申し入れたﾁｰﾑのﾃﾞﾌｫﾙﾄ負けとなる。 

 

第四条（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）  

1. ﾘｰｸﾞ戦は試合開始を原則午後 8 時とする。 

2. 試合開始時間を 30 分過ぎても始められない場合は始められないﾁｰﾑのﾃﾞﾌｫﾙﾄと

する。但し 3 人の選手（会員 2 名以上）が揃えば試合を行う事ができ、やむを得な

い事情（交通事情など）により 3 名揃っていない場合は、相手ﾁｰﾑの了承を得て、

午後 8 時 30 分までに試合を開始できる。併せて遅延を極力少なるする努力（ｵｰ

ﾀﾞｰは先に伝えるなど）を行う。 

3. 午後 8 時 30 分の時点で 3 名（会員 2 名以上）いる場合は、不足選手分を 0 点と



して、ｹﾞｰﾑ順に沿って試合を開始する。 

4. ﾃﾞﾌｫﾙﾄしたﾁｰﾑのﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄは-3 となり､その相手ﾁｰﾑのﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄは 4（試合勝

利ﾎﾟｲﾝﾄ）+2（ﾎﾞｰﾅｽﾎﾟｲﾝﾄ）=6 となる。  

5. 1 期にﾃﾞﾌｫﾙﾄを 2 回したﾁｰﾑはその期のﾎﾟｲﾝﾄは 0 ﾎﾟｲﾝﾄとなり、その期の残り日

程はﾘｰｸﾞ出場資格を失う。その場合のﾎﾟｲﾝﾄ計算は 0 として計算しなおす。 

6. ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｰﾑは、必要経費（2,000 円×4 名×2 ﾁｰﾑ）をﾍﾞﾆｭｰへ支払う。 

 

第五条（ｹﾞｰﾑ）  

1. ﾘｰｸﾞ戦は下記 7 試合で行われる。 

  ｶﾞﾛﾝ(ﾁｰﾑ戦-4 人)  1 試合  1001  1LEG  - ｽﾄﾚｰﾄｽﾀｰﾄ 

    ﾀﾞﾌﾞﾙｽ          2 試合   501  3LEG  - ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾀｰﾄ 

    ｼﾝｸﾞﾙｽ         4 試合   501  3LEG  - ｽﾄﾚｰﾄｽﾀｰﾄ 

2. 練習ｽﾛｰは、各試合前にｶﾞﾛﾝ 1 ｽﾛｰ、ﾀﾞﾌﾞﾙｽ、ｼﾝｸﾞﾙｽ最大 2 ｽﾛｰ(6 ﾀﾞｰﾂ)行う事

が出来る。 

3. ﾀﾞﾌﾞﾙｽにおいて一方のﾁｰﾑがﾀﾞﾌﾞﾙｽﾀｰﾄ出来ないうちに両者ﾘﾐｯﾄまで投げた場

合はｽﾀｰﾄしているﾁｰﾑを勝者とする。(ﾐﾄﾞﾙは行わない。) 

4. 試合はｶﾞﾛﾝから始め、すべての試合のﾐﾄﾞﾙはﾎｰﾑﾁｰﾑから行う。  

但し、ﾌﾟﾚｰｵﾌのﾌｧｲﾅﾙはｺﾝﾄｽによりﾐﾄﾞﾙの先行を決める。 

5. ﾘｰｸﾞ戦はすべての試合においてﾘﾐｯﾄまで行った場合ﾐﾄﾞﾙで試合を決定する。ﾉｰﾘ

ﾐｯﾄ制はとらない。 

 

第六条（ｹﾞｽﾄ）  

1. ﾘｰｸﾞ戦において初心者の技術向上及び HDO ﾒﾝﾊﾞｰへの参加意欲の向上を目的

とするものに対してHDOは初心者のﾘｰｸﾞ戦の参加を認める。これをｹﾞｽﾄと称す。 

2. 他 DO もしくは HDO 会員経験、HDO ﾘｰｸﾞ参加経験があるﾌﾟﾚｲﾔｰで HDO が特に

認めた場合はﾘｰｸﾞ戦への参加を認める。これをｽｰﾊﾟｰｹﾞｽﾄと称す。ｽｰﾊﾟｰｹﾞｽﾄ

はﾘｰｸﾞ戦参加 1 日に対してｴﾝﾄﾘｰﾌｨｰとして 1000 円をｷｬﾌﾟﾃﾝに納めなければな

らない。また、ﾒﾝﾊﾞｰが 4 人以上いる場合には相手ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝの了承がなけれ

ば出場できない。ｼﾝｸﾞﾙｽ戦の参加は禁止とするが、相手ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝの了承を得

られれば出場可能とする。 

3. それぞれのｴﾝトﾘｰﾌｨｰを受け取ったｷｬﾌﾟﾃﾝは速やかにHDO会計にそのことを報

告し、入金しなければならない。 

4. ｷｬﾌﾟﾃﾝはｹﾞｽﾄ及びｽ-ﾊﾟｰｹﾞｽﾄの参加を必ず試合前に相手ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝに報告し

なければならない。相手ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝの了承が得られればその趣旨をﾘｻﾞﾙﾄ用紙

に明確に記す事とする。（ｹﾞｽﾄは「G」、ｽｰﾊﾟｰｹﾞｽﾄは「SG」と略し、名前の横に括

弧書きする） 



5. HDO がｹﾞｽﾄ/ｽｰﾊﾟｰｹﾞｽﾄとして認めないﾌﾟﾚｲﾔｰがﾘｰｸﾞ戦に参加した場合はその

ﾌﾟﾚｲﾔｰの参加した日のｹﾞｰﾑのﾎﾟｲﾝﾄは 0 となる。 

6. ｹﾞｽﾄ及びｽｰﾊﾟｰｹﾞｽﾄはﾘｰｸﾞ戦のみの参加とし、順位決定戦、ﾌﾟﾚｰｵﾌ及びｲﾝﾀｰﾘ

ｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟには出場できない。 

7. ﾘｰｸﾞ戦では正規ﾒﾝﾊﾞｰは 2 人以上の参加を条件とする。 

 

第七条（結果報告）  

1. ﾎｰﾑﾁｰﾑのｷｬﾌﾟﾃﾝは試合終了後速やかにﾘｰｸﾞｾｸﾚﾀﾘｰにﾘｻﾞﾙﾄ用紙を提出しな

ければならない。ﾘｻﾞﾙﾄ用紙を撮影し、HDO ﾘｰｸﾞ LINE にて提出する。 

 

第八条（ﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ） 

1. 7 試合のうち勝利した試合にﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄとして勝利ﾎﾟｲﾝﾄが 1 ﾎﾟｲﾝﾄずつ付与され

る。さらに 4 試合に勝利したﾁｰﾑにはﾎﾞｰﾅｽﾎﾟｲﾝﾄとして 2 ﾎﾟｲﾝﾄが与えられる。 

2. 1 ｼｰｽﾞﾝの全日程が終了した時点のﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ数により順位を決定し、一位､ニ位、

三位に賞金が与えられる。 

3. 1 ｼｰｽﾞﾝ終了時で最多ﾘｰｸﾞﾎﾟｲﾝﾄのﾁｰﾑを優勝とする。但しﾎﾟｲﾝﾄが同点となった

場合は次の順番により判定する。 

   ①その期の勝率  ②直接対決の結果  ③前ｼｰｽﾞﾝの順位 

但し、A ﾃﾞﾋﾞｼﾞｮﾝの 1 位 2 位の同ﾎﾟｲﾝﾄ時場合のみ、他ﾃﾞﾋﾞｼﾞｮﾝの順位決定戦の

日程の時にﾌﾟﾚｰｵﾌを行う。 

4. 年間の全日程が終了した時点で前期､中期､後期の優勝ﾁｰﾑによりﾌﾟﾚｰｵﾌを開

催し優勝ﾁｰﾑを決定する。 

5. ﾌﾟﾚｰｵﾌ該当ﾁｰﾑは総当たりでﾌﾟﾚｰｵﾌを行う。 

6. ﾌﾟﾚｰｵﾌは両ﾁｰﾑのﾎｰﾑ以外で行う事とするが、両ﾁｰﾑが了承すればこの限りで

はない。 

 

第九条(JDO ｲﾝﾀｰﾘｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ) 

1.年度優勝ﾁｰﾑは JDO が主催する年度ｲﾝﾀｰﾘｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟに HDO 代表として派

遣される。その派遣費用として HDO 予算からｴﾝﾄﾘｰﾌｨｰ 10000 円及び実費交通費

が支給される。（但し実費交通費は 10 万円を上限とする。） 

2.その年度の優勝ﾁｰﾑがやむを得ない事情でｲﾝﾀｰﾘｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟに参加できない

場合は、ｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞを開催し､その年度のﾌﾟﾚｰｵﾌ進出ﾁｰﾑより準優勝に相当

するﾁｰﾑを派遣する事とする。 

 

  



第十条（その他） 

1. 試合中は対戦相手が投げている時はもちろん、たとえ同じﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰが投げてい

る時の応援でも、必要以上に騒いではならない。 

2. ﾁｰﾑはﾍﾞﾆｭｰの協力に対して感謝の気持ちと、試合や練習で使わせてもらう場合

は、ﾍﾞﾆｭｰに迷惑をかけないよう心がける. 

3. 試合中は携帯電話はﾏﾅｰﾓｰﾄﾞにする。帽子、ｻﾝﾀﾞﾙ、ｶﾞﾑは禁止とする。 

4. 点数ｺｰﾙはきちんとする。 
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